
第501回⼤学院セミナー
（キャリアアップシリーズ︓基礎系）
⻭科医師が研究することで広がる

無限の可能性と臨床への貢献
演者 松下 祐樹 先⽣

⻑崎⼤学⼤学院医⻭薬学総合研究科
細胞⽣物学分野准教授

⽇時︓2024年7⽉9⽇（⽕）
18:00~19:30

略歴
1983年 静岡県で開業⻭科医の息⼦として⽣まれる
2007年 東京医科⻭科⼤学⻭学部 卒業
2007年 神⼾⼤学医学部附属病院⻭科⼝腔外科 ⻭科研修医
2013年 東京医科⻭科⼤学⼤学院博⼠課程修了

（顎顔⾯外科学/⼝腔病理学分野︓ ⼭⼝朗先⽣に師事）
2013-2015年 ⻑崎⼤学⼝腔腫瘍治療学 助教
2015-2022年 ⽶国ミシガン⼤学及びテキサス⼤学⻭学部 Ono Lab 博⼠研究員

（この間、⽇本学術振興会海外特別研究員や国際共同研究強化プログラムに採択）
2022年- ⻑崎⼤学⼤学院細胞⽣物学分野 准教授（PI）

会場︓東京⻭科⼤学⽔道橋校舎13階 第2教室
⾃分が部活（⽔泳）や飲み会に夢中だった学⽣時代の20年前、⼤学を卒業して、
⼭⼝朗先⽣に出会いながらも研究と臨床との間で思い悩んでいた⼤学院時代の15
年前、⼝腔外科医として全⼒で臨床に取り組んでいた10年前は、まさか⾃分が将
来研究者として⽣きていくとは思ってもいませんでした。ただ、臨床を突き詰め
るほど、救うことができない患者さんに直⾯し、臨床の限界を根本的に解決する
ために研究の重要性を感じていた折、転機が訪れ⽶国で研究者として濃密な7年を
過ごしました。現在は基礎研究者兼⻭学系教員として、世界でまだ誰も知らない
ことを新たに発⾒する喜びを感じながら毎⽇を過ごしておりますが、⻭科医師と
しての経験や知識があったからこそ今があると強く感じています。今回のセミ
ナーでは、研究内容も紹介しながら、研究の醍醐味や研究を通じた臨床への貢献、
数々のキャリアの分岐点での失敗やその後の選択、その時の考えなどをみなさん
と共有させていただきたいと思っています。
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